
一
、
現
役
か
ら
支
那
事
変
ま
で
（
二
十
五
オ
）

昭
和
十
年
一
月
二
十
日
、
在
学
延
期
で
二
十
五
オ
、
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
に
初
年
兵

と
し
て
入
隊
。
（
第
七
中
隊
第
四
班
軽
機
関
銃
班
）

歩
兵
訓
練
を
一
カ
月
、
二
月
か
ら
第
二
衛
戌
病
院
へ
看
護
兵
と
し
て
転
属
。
ま
ず
各

兵
科
と
異
な
り
体
力
的
に
は
楽
だ
と
思
っ
た
が
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
医
学
の
一
部
、

衛
生
学
、
担
架
教
練
か
ら
按
摩
術
ま
で
学
ば
さ
れ
、
衛
生
に
関
す
る
こ
と
は
こ
の
上
も

な
く
厳
格
で
あ
り
、
教
育
期
間
が
過
ぎ
る
と
二
年
兵
は
除
隊
、
初
年
兵
が
入
隊
す
る
ま

で
は
一
切
の
こ
と
は
全
部
服
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
勤
務
先
が
手
術
室
、
明
け
て
も

暮
れ
て
も
毎
日
の
よ
う
に
助
手
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
術
時
間
二
時
間
以
上
も
か

か
る
時
は
心
身
共
に
疲
労
が
重
な
り
、
睡
眠
時
間
も
延
し
て
く
れ
ず
、
翌
日
は
所
定
の

勤
務
に
服
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
夜
間
の
手
術
が
あ
る
時
は
一
番
閉
口
し
た
、

手
術
後
の
器
械
類
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
番
楽
し
み
の
外
出
許
可
も
二
週

に
一
回
出
来
れ
ば
よ
い
方
で
、
重
病
患
者
が
出
る
と
不
寝
番
に
立
た
ね
ば
な
ら
ず
…
…
。

丁
度
、
ニ
・
ニ
六
事
件
が
起
り
、
戒
厳
令
が
発
せ
ら
れ
、
と
う
と
う
昭
和
十
一
年
七

満
期
日
に
一
年
半
ぶ
り
に
羽
織
袴
に
着
替
え
た
際
、
和
田
看
護
官
（
少
尉
）
に
呼
ば

れ
、
「
君
は
実
に
よ
く
班
内
の
統
制
を
し
て
く
れ
た
…
…
…
」
と
い
う
言
葉
を
貰
い
、

ま
た
召
集
が
あ
る
。
「
元
気
で
い
て
く
れ
」
と
言
は
れ
た
言
葉
が
、
脳
裏
か
ら
今
も
離

月
二
十
日
の
満
期
除
隊
ま
で
外
出
が
出
来
ず
、
暗
黒
の
世
情
だ
っ
た
。

衛

生

部

員

の

従

軍

記

こ。t
 な

る
ほ
ど
翌
年
七
月
に
な
る
と
北
支
方
面
の
動
員
が
は
じ
ま
り
、
私
の
職
場
、
池
袋

駅
で
も
毎
日
の
よ
う
に
赤
紙
（
召
集
令
状
）
が
誰
れ
彼
れ
と
な
く
来
る
よ
う
に
な
り
、

予
備
役
に
編
入
し
た
ば
か
り
、
八
月
末
に
補
充
兵
召
集
令
状
が
、
私
に
も
来
た
。
陸
軍

衛
戌
病
院
が
陸
軍
病
院
と
改
名
さ
れ
、
「
東
京
第
一
陸
軍
病
院
九
月
六
日
入
隊
す
べ
し
」

現
役
兵
は
僅
少
な
た
め
明
け
て
も
暮
れ
て
も
手
術
の
助
手
ば
か
り
、
十
月
下
旬
か
ら
日

本
赤
十
字
の
従
軍
看
護
婦
と
新
し
く
陸
軍
看
護
婦
の
採
用
が
あ
り
、
お
蔭
で
手
術
室
は

廃
業
に
な
っ
た
が
、
今
度
は
戦
傷
兵
五
千
名
、
隣
接
の
戸
山
学
校
、
校
内
に
バ
ラ
ッ
ク

建
て
で
収
容
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
地
陸
軍
病
院
で
は
大
手
術
が
出
来
な
い
患
者
を
東

京
に
移
送
ば
か
り
で
な
く
、
第
一
線
か
ら
戦
傷
兵
が
ど
ん
ど
ん
移
送
さ
れ
て
来
る
よ
う

に
な
り
、
上
海
か
ら
の
病
院
船
朝
日
丸
で
東
京
港
に
着
き
、
病
院
列
車
（
一
等
客
車
改

造
）
で
小
倉
、
広
島
等
か
ら
も
臨
時
列
車
で
東
京
駅
に
到
着
す
る
。
冬
期
に
入
り
、
病

院
玄
関
で
と
て
も
病
室
区
分
な
ど
時
間
の
浪
費
ば
か
り
、
其
処
で
提
案
し
た
の
が
、
患

者
数
に
よ
り
国
府
津
、
又
は
沼
津
駅
ま
で
迎
え
に
行
き
、
病
室
の
収
容
能
力
を
出
発
前

な

い

し

に
確
認
、
二
乃
至
五
名
で
乗
込
み
、
ま
ず
第
一
声
に
「
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。
只
今

か
ら
皆
様
の
入
る
病
室
区
分
を
し
、
病
室
名
の
札
を
胸
に
付
け
ま
す
か
ら
ご
協
力
下
さ

い
…
…
…
」
こ
の
作
業
が
大
船
か
ら
品
川
駅
近
く
ま
で
で
終
る
と
ホ
ッ
と
し
た
も
の
だ
っ

れ
な
い
。

福

田

（
前
原
東

•
7
9歳
）
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れ
と
い
う
こ
と
で
妻
に
内
緒
で
申
込
み
、

一
週
間
位
だ
っ
た
か
、
東
部
第
八
十
六
部
隊

で
持
参
し
て
下
さ
れ
た
の
に
は
自
分
乍
ら
驚
い
た
。

二
、
大
東
亜
戦
争
（
二
十
九
オ
）

ナ‘
,

9

 

十
五
年
八
月
、
召
集
解
除
の
際
に
は
病
院
長
軍
医
中
将
名
和
閣
下
か
ら
感
謝
状
を
受

一
番
予
備
役
中
楽
し
か
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
（
二
十
八
オ
）

そ
れ
か
ら
一
年
、
結
婚
生
活
も
一
女
が
出
き
円
満
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
矢
先
。
第

五
特
設
鉄
道
隊
が
、
陸
軍
（
参
謀
本
部
）
鉄
道
省
の
間
で
計
画
さ
れ
、
（
国
家
総
動
員

に
よ
る
）
陸
軍
は
鉄
道
二
個
連
隊
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
人
員
と
資
材
を
鉄
道
省
か

ら
と
計
画
さ
れ
、
シ
ベ
リ
ヤ
方
面
の
従
軍
者
募
集
を
し
て
い
る
と
の
上
司
か
ら
の
話
が

あ
り
、
ど
う
せ
早
か
れ
遅
か
れ
我
々
の
年
代
は
召
集
が
あ
る
の
だ
、
よ
し
志
願
し
て
や

に
感
謝
さ
れ
た
。

東
京
駅
到
着
と
同
時
に
、
駅
で
は
地
下
小
荷
物
運
搬
通
路
を
通
り
、
東
京
市
営
バ
ス

を
借
上
げ
、
病
室
の
区
分
別
に
担
架
の
ま
ま
バ
ス
の
窓
か
ら
乗
せ
る
こ
と
に
担
架
を
改

良
、
お
蔭
で
戦
傷
兵
を
寒
気
に
さ
ら
さ
ず
収
容
で
き
た
が
一
向
に
召
集
解
除
ど
こ
ろ
か
、

手
術
室
勤
務
か
ら
、
酒
保
の
拡
張
に
よ
り
酒
保
勤
務
と
な
り
、
起
床
と
同
時
に
酒
保
へ

行
き
、
販
売
準
備
、
仕
入
の
注
文
、
納
品
の
立
合
い
と
忙
し
い
こ
と
、
当
時
煙
草
も
制

限
さ
れ
、
こ
の
煙
草
と
日
用
品
、
特
に
患
者
の
使
用
す
る
タ
オ
ル
、
綿
製
品
、
塵
紙
等

は
統
制
を
受
け
、
東
京
市
内
の
問
屋
側
を
低
頭
し
な
が
ら
衛
生
伍
長
が
歩
く
の
で
す
か

ら
時
に
は
憲
兵
の
ご
威
光
を
借
り
乍
ら
と
言
う
と
こ
ろ
だ
が
、
師
団
経
理
部
か
ら
各
隊

よ
し
、
貨
物
取
扱
駅
へ
交
渉
し
、
品
名
に
よ
り
到
着
車
両
を
教
わ
り
、
問
屋
へ
出
向

く
と
必
ず
「
統
制
」
と
言
う
言
葉
、
ど
こ
そ
こ
の
駅
に
お
宅
引
取
り
の
紙
が
入
っ
て
い

る
が
、
「
ど
こ
へ
行
き
ま
す
か
…
…
…
」
と
ジ
ン
わ
り
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
ど
の
位
お

ぁ

入
り
で
す
か
。
取
敢
え
ず
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
お
預
り
し
た
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
速
時
入

荷
し
た
の
に
は
自
分
乍
ら
驚
き
、
そ
の
後
継
続
し
て
入
荷
す
る
の
で
当
時
の
主
計
大
尉

（
鉄
道
隊
）
＋
月
十
二
日
下
志
津
廠
舎
、
こ
れ
が
第
五
特
設
鉄
道
隊
第
十
一
鉄
道
運
輸

隊
だ
っ
た
。

こ
の
部
隊
名
は
珍
し
い
名
前
で
あ
り
、
し
か
も
第
一
、
第
二
、
第
三
、
が
な
く
て
第

五
、
六

0
0余
名
大
部
隊
が
編
成
さ
れ
た
の
が
昭
和
十
六
年
九
月
編
成
下
ム
瓦
が
あ
っ
た
。

こ
の
乙
二
運
輸
隊
に
は
隊
長
陸
軍
大
佐
森
肇
の
指
揮
下
に
入
り
、
私
は
支
那
事
変
の

衛
生
部
員
で
あ
っ
た
た
め
、
保
健
係
と
い
う
職
名
、
本
部
要
員
で
あ
り
乍
ら
常
に
第
一

線
派
遣
だ
っ
た
。

十
月
二
十
八
日
大
阪
港
出
帆
、
（
大
阪
商
船
八
重
丸
）
こ
れ
で
故
郷
日
本
と
も
お
別

れ
だ
。
若
松
港
に
停
泊
し
た
の
は
船
団
を
組
ん
で
い
た
よ
う
に
思
え
た
。

玄
海
灘
に
入
っ
た
途
端
荒
波
に
も
ま
れ
、
ジ
グ
ザ
グ
航
行
何
時
魚
雷
が
来
る
か
判
ら

な
い
。
二
、
三
日
航
行
し
て
い
る
と
水
平
線
の
彼
岸
に
マ
ス
ト
が
見
え
、
日
本
の
駆
遂

艦
が
肉
眼
で
見
え
、
我
等
一
同
安
心
し
た
。
（
船
酔
い
も
一
時
お
さ
ま
っ
た
）

十
一
月
初
旬
サ
ン
ジ
ャ
ク
岬
か
ら
海
防
港
に
着
岸
、
全
員
上
陸
前
に
確
か
ァ
ン
ペ
ラ

八
百
枚
位
と
思
っ
た
が
、
右
も
左
も
判
ら
な
い
処
で
「
二
人
で
仕
入
れ
て
こ
い
」
の
命

令
に
は
途
方
に
暮
れ
た
が
、
相
手
が
華
僑
広
東
出
身
が
多
い
、
筆
談
で
契
約
し
、
舟
ま

乙
五
工
作
隊

（
車
両
の
検
修
・
補
修
）

乙
四
橋
梁
隊

（
土
木
・
建
築
の
小
工
事
）

乙
三
工
務
隊

（
土
木
・
建
築
の
大
工
事
）

に
配
給
に
な
っ
て
い
た
塵
紙
も
配
給
さ
れ
ず
。

乙
二
運
輸
隊

（
運
輸
・
線
路
・
建
物
の
補
修
）

乙
一
司
令
部

軍
属
隊
比
企
閣
下
（
九
十
二
歳
）
平
成
二
年
一
月
死
亡

編
成
は

こ
の
第
四
、
第
五
と
は
同
時
に
動
員
さ
れ
、

一
部
約
二
、
八
八

0
名
、
二
つ
合
せ
て

四
、
第
五
だ
け
が
あ
り
、
そ
れ
以
上
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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実
に
美
味
か
っ
た
。
（
注
、
チ
ャ
イ
ヨ
チ
ャ
イ
ヨ
は
万
歳
万
歳
の
意
）

が
徴
集
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
こ
と
が
段
々
と
判
っ
て
来
た
。

全
員
下
船
、
飲
料
水
が
悪
い
、
環
境
も
勿
論
悪
い
劇
場
跡
を
馬
小
屋
に
我
々
隊
員
が

収
容
さ
れ
た
の
に
は
閉
口
し
た
。
ア
ン
ペ
ラ
を
敷
き
、
班
別
に
さ
れ
、
ゴ
ロ
寝
の
生
活
、

水
が
悪
い
た
め
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
患
者
の
発
生
、
兵
姑
病
院
が
あ
っ
た
の
が
幸
、

そ
れ
か
ら
一
週
間
位
す
る
と
大
源
丸
の
貨
物
船
で
一
路
南
下
、
西
貢
港
上
陸
、
約
十

日
間
位
、
グ
レ
マ
ン
ソ
ー
倉
庫
に
宿
泊
後
、
海
上
ト
ラ
ッ
ク
と
称
す
る
瀬
戸
内
海
航
行

の
石
炭
船
に
乗
船
、
昼
間
の
み
航
行
、
夜
間
は
岸
辺
に
停
泊
、
狭
い
狭
い
船
で
四
日
間
、

来
る
日
も
来
る
日
も
。
ハ
ン
食
と
ザ
ボ
ン
、
飲
料
水
は
一
日
一
人
水
筒
一
杯
が
貴
重
品
、

勿
論
暑
く
て
も
川
水
で
汗
を
拭
く
程
度
で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
上
陸
し
た
途
端
、
兵
姑
給
与

の
白
米
と
梅
干
、
味
噌
汁
を
支
給
さ
れ
た
時
は
、
我
に
帰
え
り
感
無
量
で
あ
っ
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
は
丁
度
十
二
月
八
日
の
開
戦
前
か
ら
約
四
十
日
資
材
が
輸
送
出
来
ず

残
留
部
隊
と
し
て
四
十
五
名
残
っ
た
。
私
は
司
令
部
連
絡
員
の
仕
事
と
兵
姑
医
務
室
の

手
伝
い
を
毎
日
繰
返
し
、
本
隊
は
マ
ラ
イ
半
島
の
ハ
ジ
ャ
イ
に
進
駐
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

作
戦
準
備
、
我
々
資
材
監
視
は
原
住
民
と
言
葉
を
会
わ
す
日
々
で
あ
っ
た
が
、
仏
国
警

察
官
が
見
え
る
と
何
時
の
間
に
か
姿
を
隠
す
。
現
地
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
ス
。
ハ
イ
容
疑

で
ら
致
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
米
英
国
の
日
本
に
対
す
る
経
済
封
鎖
を
し
た
た
め
、
我
々

い
よ
い
よ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
後
に
乙
二
部
隊
の
資
材
、
こ
れ
が
何
ん
と
一
列
車
編
成
、

国
境
を
越
え
、
タ
イ
国
に
入
り
、
バ
ン
コ
ク
駅
に
入
る
と
タ
イ
国
人
が
「
チ
ャ
イ
ヨ
」

「
チ
ャ
イ
ヨ
」
と
口
に
し
な
が
ら
バ
ナ
ナ
、
ザ
ボ
ン
等
を
車
内
に
入
れ
て
く
れ
る
の
で
、

い
よ
い
よ
バ
ン
コ
ク
か
ら
マ
ラ
イ
半
島
に
入
る
と
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
熱
帯
林
と

ゴ
ム
林
ば
か
り
な
の
で
驚
い
た
。
（
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
で
米
は
作
ら
せ
な
い
）

私
の
医
務
室
は
ア
ロ
ー
ス
タ
ー
に
開
設
し
た
が
、
十
日
位
で
ま
た
転
進
、
勝
っ
て
る

の
犠
牲
者
も
出
さ
な
か
っ
た
の
が
良
か
っ
た
。

一
名

い
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

と
き
は
実
に
転
進
、
ま
た
転
進
、
タ
ン
ジ
ョ
ン
マ
リ
駐
在
の
折
だ
っ
た
か
、
丁
度
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
報
に
接
し
、
華
僑
の
会
長
と
も
言
う
か
、
数
人
の
仲
間
を
連
れ
お
祝

い
に
来
て
下
さ
れ
た
の
に
は
嬉
し
か
っ
た
。
（
赤
紅
で
塗
っ
た
子
豚
を
持
参
）

こ
こ
で
、
私
は
デ
ン
グ
熱
に
か
か
り
南
方
特
有
の
伝
染
病
、
発
疹
が
で
き
食
欲
が
無

く
な
る
。
佐
々
木
医
師
は
心
配
す
る
な
、
日
時
が
来
れ
ば
愈
る
と
言
わ
れ
る
と
お
り
だ

四
キ
ロ
マ
ン
ダ
レ

1
本
線
、
南
部
ビ
ル
マ
の
雨
期
に
入
り
毎
日
雨
ば
か
り
、
外
出
し
て

帰
え
る
と
ま
ず
靴
の
手
入
を
し
て
お
か
な
い
と
「
カ
ビ
」
だ
ら
け
、
約
ニ
カ
月
駐
在
、

鉄
道
連
隊
か
ら
引
継
ぎ
を
受
け
る
と
前
進
、
ビ
ル
マ
北
部
マ
ン
ダ
レ
ー
ラ
ン
グ
ー
ン
か

ら
六
一
六
、
八
キ
ロ
、
小
京
都
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
王
城
あ
り
、
白
い
。
ハ
コ
ダ
の
遠
望

は
仏
教
国
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
イ
ラ
ワ
ジ
河
の
ア
バ
橋
梁
が
落
ち
て
る
関
係
で
独
立
工
兵

の
お
世
話
に
な
り
、
船
舶
で
小
さ
な
発
動
機
船
で
渡
河
し
、
ミ
ッ
チ
ナ
線
の
起
点
ユ
ワ

ミ
ッ
チ
ナ
線
サ
カ
イ
シ
起
点
五
六
四
、
八
キ
ロ
の
区
間
を
医
師
一
名
衛
生
下
士
官
一

名
、
保
健
係
一
名
‘
雇
員
一
名
計
四
名
で
こ
の
長
い
区
間
を
担
当
し
た
の
だ
か
ら
驚
く

べ
し
、
隊
員
の
診
察
を
は
じ
め
、
現
地
人
従
業
員
家
族
ま
で
診
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
他
防
疫
、
車
両
の
消
毒
（
天
然
痘
発
生
予
防
）
等
、
現
地
人
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学

出
身
の
サ
ニ
タ
リ
ー
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た
。

マ
ラ
イ
半
島
と
異
な
り
ス
コ
ー
ル
等
殆
ん
ど
皆
無
の
状
態
、
猛
暑
と
い
う
か
、
午
前

中
は
比
較
的
過
ご
せ
る
が
、
午
後
は
お
茶
を
飲
み
飲
み
シ
ャ
ワ
ー
に
か
か
ら
な
け
れ
ば

タ
ン
に
到
着
、
原
野
の
中
に
鉄
道
を
敷
設
し
た
感
が
し
た
。

ラ
ン
グ
ン
港
上
陸
、
い
よ
い
よ
ビ
ル
マ
鉄
道
任
務
、
最
初
ピ
ュ
ン
タ
ザ
、

っ
た
。

三
、
ビ
ル
マ
転
進
（
昭
和
十
七
年
五
月
）

一
四

0
、
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処
と
な
く
別
れ
別
れ
に
な
っ
た
。

四
、
第
一
回
の
爆
撃

十
七
年
十
月
十
二
日
、
日
本
時
間
十
時
頃
十
二
機
編
隊
の

B
2
9
が
来
襲
。
こ
の
平

和
で
あ
っ
た
機
関
区
の
給
水
搭
と
駅
構
内
に
爆
弾
投
下
さ
れ
、
乙
三
工
務
隊
員
が
夕
刻

イ
ラ
ワ
ジ
河
を
渡
河
す
る
予
定
で
機
材
の
整
理
中
、
駐
留
貨
車
の
反
対
側
に
避
難
し
た

者
が
即
死
十
五
名
、
現
地
人
三
十
余
名
即
死
、
こ
の
中
に
ビ
ル
マ
人
医
師
が
含
ま
れ
て

い
た
の
に
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
人
柄
の
良
い
、
ウ
・
モ
ン
エ
ー
医
師
で
住
民
か
ら
も

こ
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
余
り
に
も
空
襲
に
た
い
す
る
観
念
が
無
か
っ
た
。
そ
れ
以
後

構
内
に
防
空
壕
を
造
り
、
空
襲
に
対
す
る
防
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

馬
来
半
島
の
よ
う
に
ス
コ
ー
ル
な
し
の
晴
天
続
き
、
元
気
だ
っ
た
隊
員
も
日
増
し
に

医
務
室
へ
来
る
者
が
増
加
し
て
く
る
と
い
う
状
態
で
、
栄
養
器
疾
患
が
増
え
、
医
務
室

入
室
者
も
増
加
し
た
が
、
幸
い
、
鉄
道
病
院
の
内
科
医
長
佐
々
木
二
郎
（
帰
還
後
死
亡
）

細
菌
学
者
が
い
た
の
で
薬
投
与
と
、
「
俺
の
言
う
こ
と
を
守
ら
ぬ
者
は
野
戦
病
院
送
り
」

と
し
た
の
で
、
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
に
な
っ
た
者
で
輸
送
業
務
担
当
の
斎
藤
英
治
駅
長
は

医
務
室
に
い
て
電
話
で
列
車
編
成
を
指
示
し
、
内
地
帰
還
後
も
八
十
四
オ
で
元
気
で
生

こ
の
爆
撃
で
戦
友
木
村
清
は
足
蹄
裂
傷
で
オ
キ
シ
フ
ル
を
か
け
、
滅
菌
ガ
ー
ゼ
に
圧

迫
包
帯
を
施
し
、
野
戦
病
院
へ
送
っ
た
が
始
期
消
毒
が
良
か
っ
た
た
め
、
昭
南
（
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
）
兵
姑
病
院
か
ら
復
帰
し
た
の
が
半
年
後
「
俺
だ
け
先
に
帰
れ
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
が
、
復
員
後
三
年
胃
潰
瘍
で
死
亡
、
元
気
の
良
い
男
だ
っ
た
。

人
種
差
別
を
せ
ず
診
察
し
た
た
め
、
患
者
が
増
え
た
が
、
東
京
出
身
の
憲
兵
軍
曹
と

懇
意
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
薬
を
集
め
て
貰
っ
た
の
に
は
嬉
し
か
っ
た
が
野
戦
の
た
め
何

日
本
語
の
有
難
う
・
・
・
と
言
う
言
葉
が
ビ
ル
マ
語
中
に
「
チ
ー
ズ
テ
ン
バ
レ
ー
」

活
し
て
い
る
。

信
望
が
あ
っ
た
だ
け
に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

共
歌
う
よ
う
に
な
り
、
洋
楽
器
に
接
し
た
の
で
大
喜
び
だ
っ
た
。

た。 と
言
葉
が
あ
っ
て
も
使
用
せ
ず
、
段
々
日
を
重
ね
て
ゆ
く
中
に
仏
教
か
ら
来
る
習
慣
だ
っ

た
こ
と
が
ビ
ル
マ
人
の
宗
教
熱
で
判
っ
た
。
寺
院
内
に
入
る
場
合
、
必
ず
脱
靴
し
て
境

内
に
入
る
も
の
だ
か
ら
僧
侶
、
住
民
か
ら
喜
ば
れ
、
爆
撃
後
の
現
地
人
の
徴
用
に
は
児

玉
隊
長
と
若
干
の
衛
生
材
料
を
持
参
自
転
車
で
八
キ
ロ
か
ら
十
キ
ロ
の
郡
長
宅
へ
要
請

に
行
き
、
五
百
名
を
目
途
に
時
間
を
約
束
、
彼
等
に
賃
金
の
外
に
軍
政
監
部
か
ら
の
宣

軍
命
令
に
よ
り
必
ず
一
個
列
車
を
朝
ま
で
に
復
旧
、
通
せ
と
い
う
の
だ
が
、
復
旧
資

料
を
集
め
る
だ
け
で
も
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。
必
ず
衛
生
材
料
を
持
参
、
復
旧
作
業
に

従
事
し
た
。

十
八
年
二
月
ミ
ッ
チ
ナ
線
、
ミ
ッ
チ
ナ
駅
到
着
と
同
時
に
無
線
通
信
隊
の
爆
撃
を
受

け
、
夕
刻
ナ
バ
ま
で
来
る
と
、
前
方
の
橋
梁
が
銃
撃
を
受
け
、
此
処
で
三
週
間
ス
ト
ッ

プ
。
前
戦
へ
も
、
後
方
に
も
連
絡
不
能
。
ま
ず
カ
ー
タ
ま
で
緩
急
車
一
両
連
結
。
一
カ

月
分
の
食
糧
を
貨
物
廠
と
交
渉
確
保
。
昼
間
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
待
避
、
イ
ン
。
ハ
ー
ル
作
戦

の
前
提
。
霧
が
上
る
と
偵
察
機
が
必
ず
毎
日
お
見
舞
に
来
る
。
山
合
い
の
駅
で
、
不
健

康
地
帯
ア
ロ
ー
ワ
ン
ス
が
戦
前
出
て
い
た
こ
ろ
、
駅
隊
員
、
機
関
支
区
隊
、
電
気
支
区

隊
（
通
信
）
合
計
三
十
余
名
の
駐
在
だ
っ
た
の
で
心
細
か
っ
た
。
警
備
隊
は
何
時
の
間

に
か
撤
退
し
、
何
ん
の
警
備
隊
か
司
令
官
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
判
ら
な
く
な
っ

五
、
撤
退
開
始

昭
和
十
八
年
暮
、
ミ
ッ
チ
ナ
線
を
鉄
道
連
隊
に
引
継
ぎ
、
ユ
ワ
タ
ン
を
引
上
げ
、
マ

ン
ダ
レ
ー
本
部
に
集
結
、
段
々
と
戦
況
は
思
わ
し
く
な
い
時
に
、
陸
軍
軍
楽
隊
の
慰
問

が
あ
り
、
現
地
人
に
も
こ
の
音
楽
を
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
愛
国
行
進
曲
の
メ
ロ
デ
ー
を

ビ
ル
マ
語
に
な
お
し
、
ビ
ル
マ
弦
楽
器
で
演
奏
。
何
処
の
村
落
へ
行
っ
て
も
老
若
男
女

撫
品
と
し
て
ロ
ン
ジ
ー
を
一
枚
宛
持
た
せ
る
の
で
非
常
に
喜
ば
れ
た
。
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ま
た
、
人
種
は
異
っ
て
も
人
情
に
変
り
な
く
、
何
か
と
協
力
し
て
下
さ
れ
る
の
で
助

十
九
年
十
一
月
、
マ
ン
ダ
レ
ー
を
出
発
、
し
か
も
夜
間
行
軍
、
丁
度
ミ
ン
ゲ
橋
梁
附

近
を
渡
河
中
、
敵
機
が
一
機
、
照
明
弾
一
発
投
下
と
同
時
に
伝
た
ん
が
バ
ラ
バ
ラ
と
投

下
。
「
乙
二
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
マ
ラ
イ
、
ス
マ
ト
ラ
で
又
、
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
…
…
…
」
に
は
我
々
転
進
先
も
判
ら
な
い
の
に
彼
等
に
は
ど
う
し
て
判
る
の

か
。
線
路
は
寸
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
マ
ン
ダ
レ
ー
、
ラ
ン
グ
ー
ン
間
を
八
時
間
で
運

転
し
た
の
も
ど
こ
へ
や
ら
、
機
材
を
ト
ロ
ー
リ
ー
に
積
ん
で
徒
歩
行
軍
、
十
二
月
二
日

ト
ン
グ
ー
着
。
南
部
ビ
ル
マ
鉄
道
を
担
当
。
そ
の
間
内
地
か
ら
も
補
充
部
隊
三
百
二
十

六
名
が
加
わ
っ
た
が
、
次
々
と
入
院
患
者
が
増
加
し
、
健
康
な
隊
員
も
日
々
減
少
し
て

ト
ン
グ
ー
駐
在
中
、
現
地
人
の
親
を
一
本
の
注
射
で
生
命
を
取
止
め
た
時
は
我
乍
ら

嬉
し
い
思
い
だ
。
そ
の
際
、
郡
長
か
ら
名
前
は
忘
れ
た
が
、
戦
争
が
終
っ
た
ら
、
ト
ン

グ
ー
に
家
族
共
来
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
時
は
、
帰
国
後
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と
一
応

理
解
し
て
貰
っ
た
。
如
何
に
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
は
人
種
差
別
が
ひ
ど
か
っ
た
こ
と
が

二
十
年
四
月
六
日
、
ビ
ル
マ
人
と
も
別
れ
を
お
し
み
つ
つ
、
ト
ン
グ
ー
を
出
発
、
七

日
に
ラ
ン
グ
ー
ン
着
。
焦
土
と
化
し
た
市
街
に
変
っ
て
い
た
が
、
二
十
五
日
朝
司
令
部

ヘ
会
報
受
領
に
行
く
と
、
も
抜
け
の
か
ら
。
帰
隊
後
、
隊
長
に
報
告
。
本
日
、
夕
暮
と

共
に
全
員
出
発
の
命
令
が
出
た
。
唯
々
一
台
残
っ
た

Y
S型
の
ビ
ル
マ
機
関
車
に
四
十

両
近
い
貨
車
を
索
引
す
る
の
だ
か
ら
大
変
だ
。
ラ
ン
グ
ー
ン
か
ら
マ
ル
タ
バ
ン
線
に
入

り
、
ウ
ォ
ー
ま
で
来
た
と
こ
ろ
機
銃
掃
射
を
受
け
機
関
車
は
ボ
イ
ラ
ー
を
や
ら
れ
、
命

か
ら
が
ら
田
ん
ぼ
の
凹
地
に
伏
せ
て
助
か
り
一
名
の
怪
我
人
も
な
か
っ
た
の
か
幸
だ
っ

た
が
、
戦
友
萩
原
氏
の
戦
闘
帽
が
落
ち
て
い
た
の
で
彼
は
や
ら
れ
た
な
、
と
思
い
き
や

物
語
っ
て
い
る
。

ゆ
く
の
に
は
心
細
か
っ
た
。

か
り
、
危
険
地
帯
に
は
必
ず
注
意
し
て
下
さ
れ
た
。

こ
の
撤
退
中
、
シ
ッ
タ
ン
河
畔
、
マ
ル
タ
バ
ン
に
て
二
十
年
五
月
八
日
朝
、
吉
越
清

治
輸
送
機
関
車
担
当
鉄
道
官
が
、
機
銃
掃
射
に
よ
る
戦
死
。
人
間
の
運
命
は
何
処
に
あ

る
の
か
と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
タ
ン
ビ
ザ
ヤ
（
ビ
ル
マ
国
境
）
附
近
に
て
相
沢
重
明
（
元
参
議
院
議
員
）
が
、

こ
れ
も
夜
行
軍
中
牛
車
か
ら
落
ち
、
足
部
捻
挫
で
徒
歩
出
来
ず
、
彼
の
装
具
は
全
部
分

担
し
て
戦
友
が
所
持
、
泰
緬
国
境
は
貨
車
輸
送
だ
か
ら
良
か
っ
た
が
、
こ
の
梯
団
で
衛

生
部
員
は
私
一
人
。
し
か
も
百
五
十
名
の
隊
員
、
泰
国
内
に
入
る
と
鉄
橋
が
破
か
い
さ

れ
て
い
る
情
報
が
入
っ
た
の
で
、
野
戦
病
院
に
入
院
す
る
よ
う
本
人
に
言
っ
た
が
、
聞

そ
の
後
は
マ
ラ
リ
ヤ
、
ア
メ
ー
バ
ー
の
患
者
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
を
歩
い
た
刺
傷

（
虫
さ
さ
れ
）
患
者
が
若
干
発
生
し
た
が
、
い
よ
い
よ
馬
来
半
島
に
入
る
手
前
の
渡

河
点
（
地
名
忘
却
）
で
市
川
小
尉
の
装
具
を
預
り
、
患
者
と
共
に
木
造
船
を
両
岸
に
ロ
ー

プ
で
渡
し
、
工
兵
が
網
を
引
き
渡
河
す
る
の
で
、
私
共
の
舟
は
対
岸
に
渡
り
、
後
続
の

船
が
ロ
ー
プ
切
断
、
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
情
報
が
入
り
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
兵
姑
司
令
か
ら
後
続
部
隊
が
来
る
か
ら
給
与
も
出
来
な
い
。
ど
ん
ど
ん
前
進

き
入
れ
な
か
っ
た
彼
も
説
得
さ
せ
病
院
送
り
に
し
た
。

彼
と
な
く
、
年
一
回
の
総
会
は
何
時
も
私
は
司
会
議
事
進
行
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
先
、
レ
ー
ル
は
あ
っ
て
も
蒸
気
機
関
車
は
無
い
。
貨
車
手
押
で
そ
れ
こ
そ

レ
ー
ル
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
と
言
う
心
細
い
状
況
。
マ
ル
タ
バ
ン
ま
で
徒
歩
行
軍
、
夜

行
動
物
の
よ
う
で
、
昼
間
は
絶
対
に
行
軍
出
来
ず
、
唯
々
陸
地
続
き
の
た
め
食
糧
に
は

こ
の
行
軍
中
、
私
は
靴
傷
に
な
り
本
隊
と
離
れ
る
こ
と
二
日
遅
れ
て
本
隊
に
到
着
す

る
と
、
怒
鳴
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
衛
生
材
料
を
ど
う
し
て
く
れ
ん
だ
と
、
反
対
に
発
言

し
た
。
…
…
…
戦
友
寺
沢
氏
（
現
八
十
余
オ
）
私
と
同
行
、
実
に
恩
人
だ
。
現
在
も
何

困
ら
な
か
っ
た
の
が
幸
だ
っ
た
。

列
車
ま
で
来
た
の
に
安
心
し
た
。
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位
だ
っ
た
が
、
船
舶
が
無
く
て
行
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

二
十
年
八
月
十
五
日
、
全
員
宿
舎
前
に
整
列
の
命
令
が
出
た
。

な
る
と
い
う
前
提
だ
ろ
う
と
予
感
し
た
。

七
、
終
戦

一
切
お
断
り
し
た
。
昼
で
三
品
、

た
と
き
の
人
助
け
だ
。

し
て
く
れ
と
の
こ
と
で
、
マ
ラ
イ
半
島
イ
ポ
ー
ま
で
行
き
、
ビ
ル
マ
、
泰
国
と
異
な
り

爆
撃
の
跡
も
少
な
い
市
街
は
実
に
活
気
に
満
ち
て
い
た
か
ら
、
安
堵
と
共
に
衰
弱
し
た

隊
員
も
元
気
を
取
戻
し
た
。

舟
も
ろ
と
も
流
さ
れ
た
市
川
少
尉
一
行
も
翌
夕
刻
に
は
本
隊
と
合
流
し
た
、
少
尉
の

六
、
ク
ア
ラ
ラ
ン
プ
ー
ル
到
着

い
よ
い
よ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
作
戦
時
駐
留
し
た
ク
ア
ラ
ラ
ン
プ
ー
ル
駅
に
到
着
す

る
と
、
駅
構
内
で
イ
ン
ド
人
の
信
号
主
任
が
、
私
を
見
付
け
、
無
事
で
い
た
の
で
非
常

に
喜
ん
で
く
れ
た
。
我
々
が
マ
ラ
イ
半
島
か
ら
列
車
で
此
処
に
付
い
た
際
、
子
供
が
餓

に
追
込
ま
れ
て
い
た
一
人
で
、
内
服
薬
を
投
え
、
食
糧
事
情
も
悪
く
、
持
参
し
た
米
を

少
々
与
え
た
の
だ
が
印
象
に
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
翌
日
彼
の
宿
舎
へ
呼
ば
れ
イ
ン

デ
ア
ン
料
理
で
歓
待
し
て
く
れ
た
が
、
氏
名
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
人
種
変
れ
ど
困
っ

丁
度
、
ク
ア
ラ
ラ
ン
プ
ー
ル
に
到
着
す
る
と
我
々
隊
員
は
着
の
み
着
の
ま
ま
、
ラ
ン

グ
ー
ン
出
発
の
際
支
給
さ
れ
た
軍
靴
、
軍
服
共
一
カ
月
の
夜
行
軍
で
乞
食
同
様
の
服
装

だ
っ
た
か
ら
、
駐
留
し
て
い
た
日
本
人
軍
属
が
、
広
大
な
宿
舎
に
入
り
乍
ら
同
宿
さ
せ

な
い
、
止
む
を
得
ず
構
内
空
地
に
天
幕
生
活
が
始
ま
り
、
数
日
す
る
と
高
台
の
イ
ギ
リ

ス
人
住
宅
街
に
移
動
。
マ
ラ
イ
中
部
鉄
道
隊
の
運
営
に
従
い
、
ス
マ
ト
ラ
行
き
の
編
成

が
あ
り
、
日
本
か
ら
ビ
ル
マ
奥
地
と
共
に
生
活
し
た
戦
友
共
別
れ
別
れ
に
な
り
、
シ
ン

ガ
ボ
ー
ル
の
検
疫
手
続
等
で
こ
の
戦
友
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
軍
宿
舎
北
兵
舎
で
約
二
週
間

ス
マ
ト
ラ
行
戦
友
を
送
り
出
し
、
私
は
本
部
ク
ア
ラ
ラ
ン
プ
ー
ル
に
戻
る
と
、
担
当

区
域
が
縮
小
さ
れ
、
分
任
出
納
役
を
や
れ
と
言
う
命
令
。
早
速
銀
行
へ
の
手
続
を
済
ま

せ
た
と
こ
ろ
、
翌
日
、
今
度
は
給
与
班
を
担
当
し
ろ
。
ま
る
で
幾
等
戦
地
と
言
え
ど
も

か
ら
隊
員
の
喜
び
方
は
今
も
思
い
出
す
こ
と
も
あ
る
。

顔
を
見
た
と
き
に
は
喜
び
の
涙
が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
た
。

人
権
無
視
も
ひ
ど
い
も
の
で
、
給
与
を
や
る
か
ら
に
は
他
部
隊
と
異
な
り
「
良
し
体
力

の
衰
え
た
隊
員
の
栄
養
補
給
を
し
て
や
れ
、

た
い
」
と
経
理
主
任
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
「
よ
し
」
の
命
令
を
受
け
、
貨
物
廠
へ
交
渉

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
支
那
事
変
当
時
第
一
陸
軍
病
院
の
戦
友
が
、
班
長
で
居
た
も
の
だ

か
ら
特
別
扱
い
の
支
給
を
受
け
、
印
度
人
に
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
、
中
国
人
に
は
中
国
料

理
と
日
本
料
理
を
教
え
、
新
鮮
な
魚
は
当
時
建
築
隊
に
依
頼
、
冷
蔵
庫
ら
し
き
物
を
作

製
し
て
貰
い
毎
日
ポ
ー
ト
セ
ッ
テ
ン
ハ
ム
の
海
岸
ま
で
の
列
車
を
利
用
。
朝
出
発
し
た

列
車
は
夕
刻
帰
着
。
新
鮮
な
刺
身
を
出
し
、
日
本
酒
、
現
地
ビ
ー
ル
等
を
付
け
た
の
だ

他
部
隊
か
ら
こ
の
給
与
に
は
風
の
如
く
伝
わ
り
、
公
用
外
出
と
称
し
、
我
隊
員
の
知

り
人
を
尋
ね
、
毎
昼
食
は
我
々
炊
事
班
員
は
残
り
も
の
を
食
べ
る
日
が
多
か
っ
た
が
、

隊
員
の
体
力
回
復
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
将
校
の
給
与
も
や
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
人
権
無
視
さ
れ
た

こ
と
は
幾
等
野
戦
と
言
っ
て
も
脳
裏
か
ら
離
れ
ず
、

夕
食
は
五
品
、
そ
れ
に
デ
ザ
ー
ト
付
と
来
る
か
ら
羨
望
に
な
る
の
も
無
理
も
な
い
こ
と

で
、
如
何
に
給
与
担
当
者
の
熱
意
が
あ
る
か
が
自
慢
の
種
だ
。

当
時
の
炊
事
担
当
者
は
私
と
広
島
か
ら
の
森
田
久
男
と
二
人
、
他
に
イ
ン
ド
人
一
名
、

中
国
人
一
名
の
コ
ッ
ク
と
若
力
三
名
の
計
八
名
で
買
出
し
か
ら
貨
物
廠
か
ら
の
受
領
、

献
立
の
立
会
、
帳
簿
整
理
等
実
に
多
忙
な
仕
事
だ
っ
た
が
、
隊
員
に
喜
ば
れ
た
の
が
せ

め
て
も
の
慰
め
だ
っ
た
。

こ
の
給
与
も
約
ニ
カ
月
だ
っ
た
が
、
全
員
本
部
集
結
と
な
り
、
こ
れ
は
噂
ど
お
り
に

一
日
四
千
カ
ロ
リ
ー
の
金
を
出
し
て
貰
い
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き
い
の
が
出
来
、
ビ
タ
ミ
ン
補
給
を
隊
員
共
々
出
来
た
。

何
の
た
め
か
、

の
詔
勅
を
各
部
隊
へ
隊
長
か
ら
伝
達
が
あ
り
、
こ
ん
な
に
我
々
は
敵
機
に
襲
わ
れ
多
く

の
戦
友
を
失
い
残
念
で
残
念
で
、
涙
も
出
な
い
状
況
で
あ
り
、
「
今
後
の
行
動
に
つ
い

隊
員
中
に
も
現
地
女
性
に
誘
惑
さ
れ
、
何
処
と
な
く
隊
か
ら
脱
走
し
た
者
あ
り
、
無

念
の
余
り
自
殺
し
た
者
も
出
た
。

い
よ
い
よ
撤
退
、
今
後
ど
の
位
食
糧
を
確
保
し
た
ら
良
い
や
ら
、
取
敢
え
ず
米
百
キ

そ
れ
か
ら
一
カ
月
半
東
南
ア
ジ
ア
軍
が
ポ
ー
ト
セ
ッ
テ
ハ
ム
に
上
陸
我
々
も
武
装
解

除
と
な
り
、
軍
刀
、
拳
銃
等
は
全
部
供
出
、
す
っ
か
り
丸
腰
と
な
っ
た
途
端
、
人
種
は

問
わ
ず
、
米
の
集
結
し
て
い
る
個
所
を
襲
撃
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
百
俵
位
は
残
っ
た

錫
洗
錬
場
（
山
中
）
に
移
動
。
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
夜
全
部
運
べ
と
言
っ
て
も
マ
ラ
リ

ア
患
者
、
デ
ン
グ
熱
の
羅
病
者
が
多
く
な
り
命
令
系
統
も
守
れ
な
く
な
り
、
と
う
と
う

二
十
年
十
一
月
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
か
ら
十
ニ
カ
イ
リ
離
れ
た
リ
オ
諸
島
レ
ン
バ
ン
島

に
収
容
、
第
一
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
捕
虜
三
万
名
餓
死
し
た
噂
を
聞
き
、
我
々
も
そ

う
か
な
…
…
…
と
心
細
さ
を
感
じ
た
が
、
故
郷
を
離
れ
幾
星
霜
、
毎
日
小
高
い
山
上
に

昇
り
、
船
舶
の
来
る
の
を
待
ち
こ
が
れ
た
隊
員
も
居
た
。

島
へ
来
て
か
ら
食
糧
難
に
な
り
、
私
は
ク
ア
ラ
ラ
ン
プ
ー
ル
出
発
の
際
、
華
僑
の
老

婆
か
ら
貰
っ
た
種
を
、
早
速
焼
畑
農
場
を
作
り
、
播
い
た
と
こ
ろ
一
カ
月
で
胡
瓜
の
大

恐
ら
く
老
婆
は
中
国
大
陸
か
ら
渡
り
、
マ
ラ
イ
の
ゴ
ム
林
開
墾
に
従
事
苦
労
し
た
の

だ
ろ
う
。
名
前
も
知
ら
ず
、
親
切
心
は
何
人
と
も
言
え
ぬ
人
類
愛
で
支
那
語
で
言
う
謝

だ
っ
た
。

い
よ
い
よ
、

•
V
Iン
バ
ン
島
と
も
お
別
れ
、
一
路
故
郷
へ
向
う
舟
足
は
速
か
っ
た
。
十

ま
ず
、
米
は
僅
少
、
副
食
と
て
全
然
皆
無
の
あ
り
さ
ま
、
食
塩
も
満
足
に
な
し
、
製

塩
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
六
名
の
隊
員
と
海
岸
へ
携
帯
天
幕
を
張
り
、
山
か
ら
原
木
を
切

は
石
油
缶
二
個
天
秤
で
、
腰
の
深
さ
ま
で
入
り
肩
に
上
げ
、
釜
に
入
れ
、
ど
ん
ど
ん
加

熱
す
る
と
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
も
の
を
麻
袋
の
上
へ
流
し
天
日
に
さ
ら
す
。
純
白
の
食

塩
が
で
き
一
昼
夜
炎
き
続
け
て
飯
盆
四
杯
か
ら
五
杯
が
せ
い
ぜ
い
、
少
々
加
熱
が
少
な

い
と
ガ
タ
落
に
低
下
し
て
し
ま
い
重
労
働
も
加
わ
り
隊
員
に
は
気
の
毒
で
困
ま
っ
た
。

二
十
一
年
一
月
頃
か
、
占
領
軍
の
携
帯
口
糧
の
支
給
が
あ
り
一
日
分
を
二
日
で
食
べ

ろ
と
言
う
の
も
無
理
な
話
だ
が
、
段
々
と
輸
送
が
良
く
な
っ
た
が
、
口
糧
そ
の
他
米
の

演
芸
班
も
出
来
、
浅
草
オ
ペ
ラ
座
に
居
た
高
屋
朗
氏
が
座
長
で
巡
回
興
行
の
観
戦
も

連
合
軍
か
ら
許
可
さ
れ
、

一
時
の
淋
し
さ
を
粉
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。

時
は
流
れ
、
島
生
活
も
半
年
に
な
ら
ん
と
い
う
矢
先
、
四
月
下
旬
、
第
一
回
関
東
丸

が
到
着
。
各
隊
の
連
絡
員
と
患
者
を
優
先
乗
船
。

到
着
。
何
し
ろ
大
き
な
船
舶
だ
け
に
レ
ン
。
ハ
ン
、
ガ
ラ
ン
島
に
居
た
者
が
程
ん
ど
乗
船

出
来
た
が
、
二
日
間
出
港
せ
ず
、
乗
船
人
員
に
対
し
薬
品
、
衛
生
材
料
が
足
り
な
い
と

の
由
、
携
帯
用
の
包
帯
ほ
う
が
各
自
持
参
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
。

ニ
ノ
ッ
ト
の
速
力
で
北
上
し
、
玄
海
灘
か
ら
日
本
の
島
々
が
遠
望
出
来
た
時
は
感
無
量

二
十
一
年
五
月
八
日
、
名
古
屋
港
に
着
岸
、
早
速
地
方
別
へ
帰
え
る
外
食
券
の
配
布
。

何
時
も
貧
乏
く
じ
を
引
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
こ
こ
で
も
一
枚
の
食
券
が
足
ら
ぬ

と
か
文
句
を
言
う
も
の
が
続
出
。
稲
生
秀
三
鉄
道
官
と
二
人
で
処
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

全
部
の
米
輸
送
は
出
来
ず
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。

一
日
遅
れ
で
リ
バ
テ
イ
型
輸
送
船
が

よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

配
給
も
良
く
な
り
追
々
健
康
が
取
戻
せ
た
。

ロ
俵
、
百
五
十
を
貨
物
廠
か
ら
受
け
集
結
し
た
。

て
は
待
機
し
て
貰
い
た
い
」
の
命
令
が
あ
っ
た
。

倒
し
、

一
度
海
へ
流
し
、
満
潮
時
に
岸
へ
上
げ
、
そ
れ
を
釜
の
入
口
ま
で
運
び
、
海
水

一
同
聞
き
耳
を
立
て
て
緊
張
し
た
と
こ
ろ
、
本
日
天
皇
陛
下
が
降
伏

謝
だ
。
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